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１．四半期財務情報の作成等に係る事項
① 会計処理の方法における簡便な方法の採用の有無： 有
（内容）
・固定資産の減価償却の方法
(１)有形固定資産 年度見込額のうち当四半期分を計上しております。
(２)無形固定資産 年度見込額のうち当四半期分を計上しております。
・法人税等の計上基準 法定実効税率をベースとした年間予測税率により

計算しております。

② 最近連結会計年度からの会計処理の方法の変更 ： 無
の有無

③ 連結及び持分法の適用範囲の異動の状況 ： 無

２．平成17年3月期第3四半期の業績概況（平成16年4月1日～平成16年12月31日）
（1）経営成績（連結）の進捗状況

(注)記載金額は百万円未満を切捨てて表示しております。
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1. 当四半期（平成16年4月1日～平成16年12月31日）は開示初年度であるため、前年同四半期との数値比較は
行っておりません。
2. (参考)16年3月期の売上高、営業利益等におけるパーセント表示は、対前年同期比増減率を示しております。

[経営成績（連結）の進捗に関する定性的情報等]

　また、雇用環境の改善、オリンピック効果などにより穏やかに増加した個人消費も企業の景況感一服の影響を

　建設業界におきましては、政府建設投資、民間住宅投資、工場設備需要等の増加とあいまって若干の回復の

　こうした環境のもと営業部・営業所の新設、顧客深耕等による営業力強化とローコストオペレーションに努めて

6億25百万円となりました。

43
─

（参考）16 年 3月期 36 11

円

問い合わせ先

16年3月期第3四半期
17年3月期第3四半期

31,237

１株当たり四半期
( 当 期 ) 純 利 益

43 98
銭銭

177.1

潜在株式調整後
１株当たり四半期
（当期）純利益

─
9.1

代表者役職・氏名
責任者役職・氏名

─
898

売  上  高 営業利益

37,222 817 1,028 538

─1,081

純 利 益

平成17年1月27日

鈴 木 敏 雄

96.9 168.6
─

─625

鈴 木 茂

─

経常利益
四半期（当期）

─

─

69
─

─ ─

円

　当連結第3四半期(平成16年4月1日～平成16年12月31日)における当企業集団を取り巻く環境は、中間連結
会計期間末までのデジタル家電等の生産高の増加を受けた設備投資が、ＩＴ・デジタル家電分野を中心とした
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兆しが見られます。

まいりました結果、当連結第3四半期の売上高は312億37百万円、経常利益10億81百万円、四半期純利益は

在庫調整の影響で下期以降は一服し、景気に減速感が出てまいりました。

受け、やや変調が見えてまいりました。
　当企業集団の主力市場であるＦＡ機器及び電子部品業界におきましては、半導体製造装置関連機器メーカー
及び液晶関連機器メーカー等の生産活動は好調に推移いたしました。
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（２）財政状態の変動状況
(注)記載金額は百万円未満を切捨てて表示しております。

（３）連結キャッシュ・フローの状況
(注)記載金額は百万円未満を切捨てて表示しております。

キャッシュ・フロー キャッシュ・フロー キャッシュ・フロー

[財政状態（連結）の変動状況に関する定性的情報］
①財政状態の変動状況

によるものです。
　
②キャッシュ・フローの状況

たな卸資産の増加2億41百万円、法人税等の支払5億78百万円等によるものです。

フラ整備の未払分60百万円の支払と営業所敷金5百万円、営業用保証金26百万円の差入等によるものです。
　財務活動によるキャッシュ・フローは、4億50百万円の減少となりました。これは、配当金支払2億92百万円、自
己株式の取得1億64百万円によるものです。

（参　考）
平成17年3月期の連結業績予想（平成16年4月1日～平成17年3月31日）
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［業績予想に関する定性的情報等]
平成16年11月15日発表の通期の業績予想に変更はありません。
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　総資産は9億94百万円増加いたしました。これは主に、流動資産の増加10億7百万円によるものであり、その内
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11億46百万円、減価償却費73百万円、仕入債務の増加9億69百万円等に対し、売上債権の増加4億45百万円、

　投資活動によるキャッシュ・フローは、1億3百万円の減少となりました。これは、前期に実施した社内情報イン

△ 193 317

訳は現預金の増加4億8百万円、受取手形及び売掛金の増加4億82百万円、たな卸資産の増加2億41百万円等

　営業活動によるキャッシュ・フローは、9億54百万円の増加となりました。これは、税金等調整前四半期純利益
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[添付資料]
（要約）四半期連結財務諸表

（１）（要約）四半期連結貸借対照表
（単位：千円、%）

Ⅰ 流動資産
1. 現金及び預金
2. 受取手形及び売掛金
3. たな卸資産
4. その他
5. 貸倒引当金
　流動資産合計

Ⅱ 固定資産
1. 有形固定資産
2. 無形固定資産
3. 投資その他の資産
4. 貸倒引当金
　固定資産合計

Ⅰ 流動負債
1. 支払手形及び買掛金
2. 短期借入金
3. その他
　流動負債合計

Ⅱ 固定負債
1. 長期借入金
2. 退職給付引当金
3. その他
　固定負債合計

少数株主持分

Ⅰ 資本金
Ⅱ 資本剰余金
Ⅲ 利益剰余金
Ⅳ その他有価証券評価差額金
Ⅴ 為替換算調整勘定
Ⅵ 自己株式
　資本合計

（注）記載金額は千円未満を切捨てて表示しております。
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（２）（要約）四半期連結損益計算書
（単位：千円、%）

Ⅰ 売上高

Ⅱ 売上原価

　売上総利益

Ⅲ 販売費及び一般管理費

　営業利益

Ⅳ 営業外収益

Ⅴ 営業外費用

　経常利益

Ⅵ 特別利益

Ⅶ 特別損失
　税金等調整前四半期
　（当期）純利益
　税金費用

　四半期(当期)純利益

（注）記載金額は千円未満を切捨てて表示しております。

（３）四半期連結剰余金計算書
（単位：千円）

（資本剰余金の部）
Ⅰ 資本剰余金期首残高
Ⅱ 資本剰余金四半期末(期末)残高

（利益剰余金の部）
Ⅰ 利益剰余金期首残高
Ⅱ 利益剰余金増加高
１．四半期(当期)純利益
Ⅲ 利益剰余金減少高
1.配当金
2.取締役賞与金
3.自己株式処分差損
Ⅳ 利益剰余金四半期末(期末)残高

（注）記載金額は千円未満を切捨てて表示しております。
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（４）（要約）四半期連結キャッシュ・フロー計算書
（単位：千円）

Ⅰ 営業活動によるキャッシュ・フロー

1. 税金等調整前四半期(当期)純利益

2. 減価償却費

3. 売上債権の増（△）・減額

4. たな卸資産の増（△）・減額

5. 仕入債務の増・減（△）額

6. その他

7. 法人税等の支払額

8. その他

　営業活動によるキャッシュ・フロー

Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー

1. 有形固定資産の取得による支出

2. 投資有価証券の売却による収入

3. その他

　投資活動によるキャッシュ・フロー

Ⅲ 財務活動によるキャッシュ・フロー

1. 短期借入れによる収入

2. 短期借入金の返済による支出

3. 配当金の支払額

4. その他

　財務活動によるキャッシュ・フロー

Ⅳ 現金及び現金同等物に係る換算差額

Ⅴ 現金及び現金同等物の増・減（△）額

Ⅵ 現金及び現金同等物の期首残高

Ⅶ 現金及び現金同等物の期末残高

（注）記載金額は千円未満を切捨てて表示しております。

平成16年3月期）第 3 四 半 期（平成17年3月期）（第 3 四 半 期
区　分 金　　額

△ 16,908
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△ 445,844
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小　　　計
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（５）セグメント情報
１．事業の種類別セグメント情報

情報は記載しておりません。

２．所在地別セグメント情報

省略しております。

３．海外売上高

海外売上高の記載を省略しております。

（参考資料）
［販売の状況]

（単位：千円）

[平成１７年３月期第3四半期の商品分野別業績コメント（連結）]
①FA機器分野

163億25百万円となりました。

②情報・通信機器分野

機器等の販売が順調に推移し、売上高は43億99百万円となりました。

③電子・デバイス分野

④電設資材分野

当四半期及び前連結会計年度における海外売上高は、いずれも連結売上高の10％未満のため、

当企業集団は、FA機器、情報・通信機器、電子・デバイス、電設資材等の販売を主としており製品
の種類・性質、販売市場等の類似性から判断して、単一事業と考えられるため、事業の種類別セグメント

当四半期及び前連結会計年度における全セグメントの売上高の合計及び全セグメントの資産の金額
の合計額に占める「日本｣の割合がいずれも90％を超えているため、所在地別セグメント情報の記載を

当 四 半 期

（平 成 17 年 3 月 期）第 3 四 半 期 末

企業収益の改善と個人消費の回復によるデジタル家電・デジタルカメラ等の生産高の増加や設備投資によ
り、半導体製造装置関連機器メーカー、液晶関連メーカー等への販売が好調に推移し、売上高は

区　分 金　　額

Ｆ Ａ 機 器

情 報 ・通 信 機 器

16,325,223

4,399,962

電 子 ・デ バ イ ス

電 設 資 材

合　　　計 31,237,940

2,234,887

8,277,866

個人向け販売の回復には遅れが見られますが、産業用機器組込みボードや法人向けパソコン並びに周辺

半導体製造装置関連機器メーカー、液晶関連メーカー等への販売が順調に推移し、売上高は22億

一般建設、工場新設ともに低調であるものの、秋葉原地区再開発需要並びにリニューアル需要・工場設備
需要等への販売力強化により、売上高は82億77百万円となりました。

34百万円となりました。

－６－


